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VSARPJの紹介
「日本語史における動詞の意味構造と項の具現化：日本語史におけるシン
タクスの基礎に関する包括的研究」Verb semantics and argument 
realization in pre-modern Japanese: A comprehensive study of the basic 
syntax of pre-modern Japanese
 基金 : Arts and Humanities Research Council, UK （英国芸術・人文リ
サーチカウンシル）

 期間 : ２００９年１月から２０１３年１０月まで
 人事：
◯ 　プロジェクトリーダーFrellesvig (Principal Investigator), Sells (Co-Investigator)
◯ 　フルタイムPD研究員二人Horn, Russell
◯ 　大学院生１人

◯ 　その他、十人以上の日本・アメリカ・イギリスの研究者のメンバー

 url: http://vsarpj.orinst.ox.ac.uk
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VSARPJの紹介
日本語史における動詞の項の具現化を詳細に調
査し、８世紀初頭から１７世紀初頭の史的段階
における文法の基本的側面に対し包括的な説明
を与えようとするものである。

プロジェクトの初期段階は記述的・分析的研究
の基礎をなす各時代の代表的テキストの、文法
的アノテーションを含む電子コーパスの作成で
ある。
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VSARPJの紹介
文法的アノテーション
◯ 原文の表記法

! 表意文字
! 表音文字

◯ 品詞
◯ 形態素解析

! 接頭語、接尾語
! 活用

◯ 語彙素と形態素の ID番号
◯ シンタクス

! 文、節、項

• 項の意味役割
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VSARPJの紹介
現在はオックスフォード大学と国語研は研究協力するこ
とになった。

オックスフォード大学は上代語コーパスを作成中。
◯ 項の意味役割のタグ付け作業中。

◯ http://vsarpj.orinst.ox.ac.uk/corpus/ 
国語研の古典コーパスを使って、シンタクスのアノテー
ションを含む。

1つの問題はオックスフォード大学の使っている ID番号
は国語研の ID番号と一致していないことである。
◯ ID番号は lexicon.xmlにある。
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lexiconの紹介
今のところは見出し語が 2514しかない。
◯ 助詞、助動詞、動詞、代名詞、数詞は全部 lexiconにある。
◯ 形容詞、副詞、名詞は少ししかない。

見出しの情報
◯ ID番号
◯ 各時代の発音表記
◯ 品詞
◯ 意味
◯ 使用

! いつから、いつまで
! 方言

研究のために、辞書を構築することになった。
◯ 研究成果も含む予定。
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UniDicの紹介
UniDicは国語研の形態素解析用の辞書
◯ ID番号
◯ 品詞
◯ 活用形
◯ 用例
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UniDicの紹介
現代語コーパスのために構築したので、現代語
の観点から設計している。
◯ lexicon.xmlは上代語の観点から設計している。
◯ ID番号の問題がある。
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通時辞書を構築する問題

通時辞書の目標
◯ 共時の使用を調べられること。
◯ 通時の使用を調べられること。

問題
◯ UniDicにない語

! 多くは奈良時代だけの言葉。

◯ 時代により品詞などが変わった語
◯ 単純語や複合語
◯ lexiconでの見出し語一語がUniDicでは複数の別語として区別
されている。

◯ UniDicでの見出し語一語が lexiconでは複数の別語として区別
されている。
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通時辞書を構築する問題

時代により品詞などが変わった語の例
◯ 如し

! UniDic によると、「如し」は助動詞。
! 上代語では形容詞であった。

! 「ごと」、「ごとし」、「ごとく」などの形容詞
の活用で発生した。
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通時辞書を構築する問題

時代により品詞などが変わった語の例
◯ 如し

例１： (万葉集 11.2352)
       玉如          tama no goto

       所照公乎      teras-eru kimi wo

     
例２： (万葉集 6.961)
       湯原尓         yu no para ni

       鳴蘆多頭者     naku asitadu pa

       如吾           wa ga goto-ku 

       妹尓戀哉       imo ni kwopure ya
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通時辞書を構築する問題

時代により品詞などが変わった語の例
◯ ながら

! UniDic によると、接続助詞である。
! 上代語では接尾語だろう。

! 名詞
! kamu-nagara (神ながら )
! yama-nagara (山ながら )
! umi-nagara (海ながら )

! 動詞
! tuki-nagara (附きながら )
! tutuke-nagara (続けながら )
! uresibwi-nagara (嬉しびながら )
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通時辞書を構築する問題

時代により品詞などが変わった語の問題
◯ lexiconは usageという情報を付与。１つの語形に
対し、どの時代にはどのように使われたかを入力。

◯ UniDicは品詞が違ってしまえば、別語として登録せ
ざるをえない。

◯ 解決案としては UniDicにも歴史的変化に関する情
報を追加することはできないか。
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通時辞書を構築する問題

単純語や複合語の問題
◯ 「顧みる」、「奉る」
◯ 現代語の観点から見れば単純語である。
◯ 上代語の観点からは複合語とみるべき可能性もあ
る。

◯ 更なる研究が必要。
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通時辞書を構築する問題

単純語や複合語の問題の解決案としては
◯ UniDicもリンクを追加することはできないか。
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通時辞書を構築する問題

lexiconでの見出し語一語がUniDicでは複数の別語とし
て区別されている。

その１
◯ 漢字や意味で区別した例

　　　　　　 lexicon            UniDic
　　　　　　 tomaru           泊まる、止まる
　　　　　　 naku               鳴く、泣く
　　　　　　 twopu             問う、訪う

◯ 本来の意味が不明。
◯ 解決案としてはUniDicに上代語の見出しを作って、現代語
の見出し語のリンクを追加することはできないか。
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通時辞書を構築する問題

lexiconでの見出し語一語がUniDicでは複数の別語とし
て区別されている。

その２
◯ 語頭の母音の有無による差異。

　　　　　　 lexicon                 UniDic   
　　　　　　 ideru, deru　　　いでる、でる
　　　　　　 imasu, masu　　います、ます
                      idasu, dasu  　　いだす、だす

◯ が、 omopu, mopu (思う )はUniDicでは１つの見出し語。
◯ 上代語は表意文字で書かれた場合は発音が分からない。
◯ 解決案としてはUniDicにリンクを追加して、複数の見出し語
間のつながりがたどれるようにできないか。
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通時辞書を構築する問題

lexiconでの見出し語一語が UniDicでは複数の別
語として区別されている。

その３
◯ 動詞と動詞の名詞形。
◯ 区別が容易にできる。
◯ 解決案としては

! UniDic にリンクを追加する。
! lexicon の ID 番号を変更する。

! 動詞： ID番号 +a
! 動詞の名詞形： ID番号 +b
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通時辞書を構築する問題

UniDicでの見出し語一語が lexiconでは複数の別語
として区別されている。

その１
◯ 多くの例は上代語は自動詞と他動詞があって、現代語は
自他の区別しない。

　　　　　　自動詞          他動詞          

　　　　　　分く（四段）    分く（下ニ段）

　　　　　　染む（四段）　　染む（下ニ段） ** 
　　　　　　惑ふ（四段）　　惑ふ（四段）

　　　　　　垂る（四段）　　垂る（下ニ段）　
*現代語で「染みる」もある。
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通時辞書を構築する問題

UniDicでの見出し語一語が lexiconでは複数の別
語として区別されている。

その２
◯ 活用形で区別できる例

! 与ふ (四段）　　　与ふ (下ニ段）
! 悲しむ (四段） 　 悲しぶ (上ニ段）
! 忘る（四段）　 忘る（下ニ段）
! 頼む（四段） 頼む（下ニ段）
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通時辞書を構築する問題

UniDicでの見出し語一語が lexiconでは複数の別
語として区別されている。

その３
◯ 発音で区別できる例。

! 「問ふ」と「妻問ふ」
! 表意文字で書かれた時は「問」を使った例はある
! 表音文字の場合は「問ふ」は twopu （甲類の
「と」）で、「妻問ふ」 tumadopu( 乙類の「と」）
であった。だから、別語である。
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通時辞書を構築する問題

UniDicでの見出し語一語が lexiconでは複数の別
語として区別されている。

その３
◯ 発音で区別できる例。

! 「ゆく」と「いく」
! ゆく：用例＝ 668 ；表意文字＝ 469 ；表音文字：
199

! いく：用例＝ 9；表意文字＝ 2；表音文字： 7
! 複合語の例は 1つだけ。
! kwoye-ika-mu (MYS 15.3722)
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通時辞書を構築する問題

UniDicでの見出し語一語が lexiconでは複数の別
語として区別されている。

その４
◯ 意味で区別できる例。

! かれる：　　「枯れる」

　　　　　　　　　　「涸れる」
! しく：「（波、花など）敷く／頻く」（自動詞）

　　　　　 　　　　  「（髪、着物）敷く」（他動詞）

　　　　　 　　　　　「敷く」（治めるという意味）
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通時辞書を構築する問題

UniDicでの見出し語一語が lexiconでは複数の別
語として区別されている。

つまり
◯ lexiconで複数の見出し語として区別されているもの
が Unidicでは 1つの見出し語になっている場合。

◯ 上代語では活用形の違いがあり、それが自他の区別
など、意味の違いに対応していることが多い。現代
語ではそのうちの一方のみしか使われていない場合
がある。
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通時辞書を構築する問題

UniDicでの見出し語一語が lexiconでは複数の別
語として区別されている。

UniDicでの登録状態
◯ 現代語から出発した UniDicはこれらの活用形、自他
の差異について、登録にばらつきがある。

　　上代語               　　        現代語

　　 piraku （四段） 　　　       開く

　　 piraku（下二段） 　　        開ける

　　 tanomu（四段） 　　      頼む／頼める

　　 tanomu（下二段）
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通時辞書を構築する問題

UniDicでの見出し語一語が lexiconでは複数の別
語として区別されている。

lexiconの IDを UniDicの語形（見出し語の下
位）と対応させるのか
◯ できれば見出し語（語彙素）と対応させたい。
◯ 理由

! 現代でも自他の区別などがついているものについて
は lexicon の見出しと UniDic の見出し（語彙素）
が対応している。

! UniDic の語形は通時的な研究にはやや狭すぎる。
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通時辞書を構築する問題

UniDicでの見出し語一語が lexiconでは複数の別
語として区別されている。

解決案として、現代語では使わない形でも、語
彙素レベルで見出しを立てて統一できないか。
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まとめ

通時的な研究者にとっては、言葉の通時的な使
用を調査が容易にできると研究も容易に進む。

これからはオックスフォード大学と国語研が研
究協力して、研究者のために通時的な辞書を構
築すると役に立つだろう。
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